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議 

長 

年 

頭 

あ
い
さ
つ
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年
頭
挨
拶

復
興
と
飛
躍
を
め
ざ
し
て
！
　
　
　
　
議
　
長
　
村
　
山
　
　
昇

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
方
に
は
、
日
頃
よ
り
議
会
に
対
し
ま
し
て
温

か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
四
月
の

熊
本
地
震
を
は
じ
め
と
す
る
自
然
災
害
が
日
本
各
地

で
頻
繁
に
発
生
し
て
お
り
、
改
め
て
自
然
災
害
の
脅

威
と
災
害
対
策
事
業
の
重
要
性
を
痛
感
し
た
年
で
あ

り
ま
し
た
。
尊
い
命
を
失
わ
れ
た
皆
様
の
ご
冥
福
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ

る
支
援
措
置
が
講
じ
ら
れ
、
一
日
も
早
い
復
旧
・
復

興
を
、
本
年
も
引
き
続
き
強
く
望
ん
で
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
本
町
を
流
れ
る
幸
野
溝
・
百
太

郎
溝
水
路
群
の
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
へ
の
登
録

や
本
町
出
身
の
力
真
関
の
十
両
昇
進
な
ど
、
今
後
楽

し
み
な
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
町
に
お
い
て
は
、
昨
年
地
方
創
生
加
速

化
交
付
金
事
業
に
着
手
し
、
し
ご
と
創
生
機
構
の
設

立
運
営
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
ブ
ラ
ン
ド
推
進
事

業
及
び
企
業
誘
致
に
向
け
た
取
組
等
を
行
っ
て
お
り

ま
す
が
、
議
会
と
し
ま
し
て
も
、
今
後
も
多
良
木
町

が
持
続
発
展
し
て
い
く
た
め
に
、
協
働
し
て
推
進
し

て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
様
々
な
課
題
等
が
山
積
し
、
議
会
の

果
た
す
べ
き
役
割
と
責
任
は
各
段
に
重
く
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
町
・
関
係
機
関
・
諸
団
体
の
皆
様
方
と

連
携
し
な
が
ら
、
町
民
の
皆
様
の
負
託
と
期
待
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
結
び
に
、
昨
年
の
干
支
は
申(

さ
る)

で
今
年
は

酉(

と
り)

年
で
ご
ざ
い
ま
す
。
悪
い
こ
と
や
厄
は
、

去
っ
て
（
申
）、
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
っ
て
飛
躍

（
酉
）
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
併
せ
て
一
層
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
　



補
正・発
議 あいあいスポーツ再び指定管理者へ 賛成 ８

反対 ２

　
12
月
定
例
会
議
は
12
月
６
日
か
ら
13
日
ま
で
と
し
条
例
等
４
件
・
補
正
予
算
６
件

　
発
議
１
件
を
可
決
し
代
表
監
査
員
牧
本
光
秋
氏
を
選
任
し
た
。

　地方議会の責任と役割は重くなり活動は広い分野に及ぶ、しかし
住民の関心の低下や議員のなり手不足がある。年金制度を時代にふ
さわしいものとし人材確保を図るべく意見書を提出する。
提出の理由として平成 23 年に年金制度が廃止されていたが、全国
の町村議長会での永年の懸案で議員退職後の保障や議員を志す新た
な人材確保と地位向上を図ることが大切である。

採決の結果　賛成９　反対 1で原案通り可決し、現在郡市の 8市町村で足並みを揃え、安倍総理と関係 4大臣、
　　　　　　衆参両議長に意見書を提出することとした。

　議員が日常的に勤務しているのか疑問
であり、年金保険料の半額は国民の血税
である。議員の不祥事が続くなかでの提
出は拙速である。

　町民体育館・武道館・総合グラウンドの３施設管理を「委託料の積算根拠のなかに、
退職手当等の積立金に対する規定等の明記がないこと」に対しての源嶋・久保田両議
員の質疑のあと源嶋議員の反対討論があったが、賛成多数で指定管理者に指定した。

　今回の一般会計減額補正は歳入・歳出それぞれ２千５８３万７千円を減額し総額
６５億４２１９万４千円とした。理由として内示額の変更や委託金の返納とともに道路
事業等の事業が認められず減額とし町単独事業とした。

主な歳入・歳出の補正は
( 千円単位切り捨て )

歳　入

歳　出

●道路橋りょう費補助金（国庫補助金）　　　　　　　

●社会教育費国補助金 (旧白濱旅館 )　　　　　　　　

●歴町 50 選事業費県補助金 (旧白濱旅館解体費 )　　

●歴史回廊交流促進事業費県補助金　　　　　　　

●森林総合研究所造林受託事業収入　　　　　　　

●スマートインターチェンジ整備促進協議会　　

●地方バス路線維持費　　　　　　　　　

●町長選挙及び町議補欠選挙費

●農業担い手確保・経営強化支援事業補助　　　　　　

●ふるさと納税謝礼　　　　　　　　　　　　　　

●農地費(県営仁原揚水改修事業負担金・諏訪下農道舗装事業）

●防災行政無線個別受信機　　　　　　　　　　　　

●防災備蓄等・備品等　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

▲６２７０万円

７０６万円

３００万円

１９９万円

４６３万円

３７０万円

１３７万円

２０７万円

２１７万円

３７５万円

６９８万円

９９万円

４８０万円

たらぎ議会だより　第 103 号／３

−「地方議員に厚生年金」を求める法整備を !! −
議員発議　林田副議長 反対討論　久保田議員
発 議



選
任
・
他

たらぎ議会だより　第 103 号／４

代表監査委員選任

牧　本　光　秋　氏

人吉　牧本税理士事務所
税　理　士

　栁瀬　博史代表監査委員の任期満了に伴い新たに
選任しました。
　栁瀬監査委員たいへんお世話になりました。

・・・委員会のメンバー変更・・・

特別会計補正

　吉瀬議員の辞職に伴い魚住議員を総務産業委員長及
び議会運営副委員長に、また山中議員を総務産業副委
員長及び議会運営委員に決めました。

国民健康保険 (事業勘定 )
　　５８７３万円追加　　総額１６億２３８０万円

久米財産区
　　２５４万円追加　　　　　　総額１１３６万円

下水道事業
　　７７万円追加　　　　　総額２億９０５８万円

介護保険
　　５０７６万円追加　　総額１５億６６３６万円

後期高齢者医療
　　１５０万円追加　　　　総額１億４０３８万円

1、久保田武治議員（５ページ）

　①町長の政策・公約について

　②畜産クラスター事業について

　③川辺川利水事業について

　④住宅リフォーム助成制度について

　⑤町立保育所について

2、髙橋裕子議員（６ページ）

　①町政の方向について

3、𡧃佐信行議員（７ページ）

　①地方創生事業の基盤強化について

　②農林業振興策について

　③地域環境の整備について

　④木質バイオマス事業について

4、源嶋たまみ議員（８ページ）

　①各課等の事務バランスと職員の

　　意見・考えの反映の仕方について

　②子どもたちへの教育について

　③貧困対策の充実について

　④ごみ処理とリサイクル事業に

　　ついて

5、中村正德議員（９ページ）

　①地方創生加速化交付金について

　②多良木町総合開発計画について

　③日本遺産について

　④県道改良について

５人が問う！

どうお考えか？

陳情配布一覧表
件 名 及 び 要 旨 提 出 者

　陳情書
　「介護保険制度の見直し」と「介護従事者の勤務
　環境改善及び処遇改善の実現」を求める陳情書

　熊本県社会保障推進協議会
　　　会長　鳥飼　香代子

　陳情書
　地域の実情に応じた医療提供体制の確保を
　求める陳情

　熊本県社会保障推進協議会
　　　会長　鳥飼　香代子

　陳情書
　国民健康保険の改善に向けた陳情

　熊本県社会保障推進協議会
　　　会長　鳥飼　香代子

　陳情書
　安心・安全の医療・介護の実現と夜勤交替制
　労働の改善を求める陳情書

　　熊本県医療介護福祉
　　　労働組合連合会
　　執行委員長　田中　直光

(千円単位切り捨て)



たらぎ議会だより　第 103 号／５

一
般
質
問 久

保
田
　
　
武
　
治

質
問
　
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業

（
農
水
省
助
成
）
と
し
て
、
王

宮
神
社
近
く
に
畜
舎
建
設
が
計

画
さ
れ
て
い
る
が
、
周
囲
の
水

田
・
稲
へ
の
汚
水
・
臭
気
・
ほ

こ
り
・
日
照
不
足
等
へ
の
影
響

は
全
く
な
い
の
か
。

久
保
農
林
課
長
　
事
業
者
は
さ

ま
ざ
ま
な
対
策
を
講
じ
た
い
と

の
こ
と
だ
が
、
苦
情
等
が
あ
れ

ば
丁
寧
に
対
応
し
て
い
く
。

質
問
　
水
田
等
の
作
物
に
被
害

が
あ
っ
た
場
合
は
、
何
か
補
償

が
な
さ
れ
る
の
か
。

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
の

生
活
へ
の
影
響
は

「
町
立
保
育
所
」の
方
向
性
と

派
遣
職
員
の
待
遇
は

「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
」

の
拡
充
は

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ

必
要
な
調
査
と
指
導
を
行
う

早
く
方
向
性
を
出
し
た
い 検

討
し
た
い

決
め
て
い
き
た
い
。

質
問
　
派
遣
職
員
の
待
遇
改
善

を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長
　
待
遇
に
つ
い
て
は
、
職

員
と
派
遣
の
職
員
が
同
じ
仕
事

を
し
な
が
ら
賃
金
格
差
が
生
じ

質
問
　
現
在
、
社
会
福
祉
協
議

会
指
定
管
理
の
町
立
保
育
所
の

方
向
性
は
。

町
長
　
庁
舎
内
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
委
員
会
で
検
討
を
進
め
て
い

る
の
で
、
そ
の
意
見
を
尊
重
し

質
問
　
助
成
制
度
は
１
千
万
円

の
予
算
で
９
千
５
百
万
円
の
仕

事
が
創
出
さ
れ
、
経
済
効
果
が

上
が
っ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
利

用
の
拡
大
が
で
き
な
い
か
。

町
長
　
現
在
、
利
用
は
一
回
と

限
定
し
て
い
る
が
、
回
数
と
助

成
額
の
上
限
を
検
討
し
て
い
き

畜舎予定地（正面は王宮神社）

て
い
る
こ
と
の
懸
念
は
あ
り
、

今
、
国
が
進
め
て
い
る
「
同
一

労
働
同
一
賃
金
」
に
沿
っ
て
考

え
た
い
が
、
指
定
管
理
期
間
が

次
年
度
で
終
了
す
る
の
で
、
早

い
時
期
に
方
向
性
を
出
し
た

い
。

た
い
。

質
問
　
予
算
の
増
額
や
、
た
と

え
ば
廃
屋
、
納
屋
倉
庫
の
解
体

や
店
舗
の
改
装
・
改
修
な
ど
利

用
の
拡
大
は
で
き
な
い
か
。

町
長
　
住
文
化
の
整
備
・
向
上

と
町
内
業
者
の
仕
事
創
出
を
検

討
し
た
い
。

久
保
農
林
課
長
　
圃
場
の
交
換

や
購
入
も
検
討
す
る
と
の
説
明

で
あ
る
。

質
問
　
例
え
ば
、
日
本
遺
産
を

構
成
す
る
王
宮
神
社
の
駐
車
場

に
観
光
バ
ス
が
到
着
し
た
途

端
、
北
側
に
大
き
な
畜
舎
が
見

え
て
、
ア
ン
モ
ニ
ア
臭
や
糞
尿

臭
が
し
た
ら
観
光
も
台
無
し
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な

懸
念
や
心
配
は
な
い
の
か
。

久
保
農
林
課
長
　
そ
の
よ
う
な

こ
と
が
あ
れ
ば
、
い
ろ
い
ろ
検

討
す
べ
き
か
と
思
う
。

質
問
　
環
境
や
生
活
権
に
関
し

て
、
住
民
か
ら
訴
え
が
あ
っ
た

場
合
、
ど
の
よ
う
な
対
応
・
指

導
を
す
る
の
か
。

今
井
町
民
福
祉
課
長
　
町
の
公

害
対
策
委
員
会
で
の
検
討
。
法

的
に
は
、
環
境
行
政
を
司
る
人

吉
保
健
所
と
連
携
し
、
必
要
な

調
査
と
具
体
的
な
指
導
を
行

う
。

王宮神社

敷地

公民館



たらぎ議会だより　第 103 号／６

一
般
質
問髙

　
橋
　
　
裕
　
子

質
問
　
副
町
長
の
不
在
は
職
員

に
非
常
な
負
担
に
な
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
そ
の
選
任
の
時

期
と
人
材
は
。

町
長
　
補
佐
の
で
き
る
見
識
が

あ
り
、
行
政
的
知
識
の
あ
る
方

に
と
考
え
て
い
る
。
選
任
は
町

長
選
挙
後
と
思
っ
て
い
る
。

質
問
　
教
育
長
は
不
在
と
な
っ

て
い
る
。
行
政
ま
た
は
学
校
現

場
に
精
通
し
た
人
材
を
選
任
す

べ
き
と
思
う
が
。

町
長
　
教
育
熱
心
で
、
教
育
の

向
上
・
子
ど
も
た
ち
の
安
心
安

全
に
情
熱
を
持
つ
方
と
思
っ
て

い
る
。
議
会
の
同
意
を
得
ら
れ

る
方
を
と
慎
重
に
考
え
て
い

る
。

質
問
　「
地
方
創
生
加
速
化
交

付
金
」
の
関
係
コ
ン
サ
ル
と
議

町
政
の
方
向
は

ＱＡ
農
業
の
活
性
化
を
一
番
に

多良木町役場

会
と
の
意
見
交
換
会
が
あ
っ
た

が
、
次
の
「
地
方
創
生
推
進
交

付
金
」
申
請
に
お
い
て
の
「
核
」

と
な
る
考
え
は
。

町
長
　
加
速
化
交
付
金
の
横
展

開
の
軸
と
し
て
、
農
林
業
の
活

性
化
・
Ｉ
Ｔ
産
業
の
光
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
の
利
活
用
を
進
め
、

地
域
の
活
性
化
に
繋
げ
た
い
。

質
問
　
推
進
交
付
金
に
つ
い
て

は
新
た
に
５
億
円
の
申
請
が
で

き
る
。
関
係
コ
ン
サ
ル
は
、
意

見
交
換
会
の
場
で
「
そ
の
事
業

は
今
か
ら
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」と
言
わ
れ
た
が
、

ど
う
お
考
え
か
。

町
長
　
今
の
段
階
で
は
、
新
た

な
５
億
円
の
推
進
交
付
金
の
利

用
は
考
え
て
い
な
い
。

質
問
　
基
幹
産
業
に
つ
い
て

は
、
起
業
・
雇
用
拡
大
・
収
入

安
定
へ
と
い
う
経
営
の
流
れ

を
、
政
策
と
し
て
方
向
付
け
て

い
く
べ
き
で
は
等
々
質
し
た

が
、
課
題
は
「
人
材
」
だ
と
思

う
。
一
次
産
業
の
活
性
化
に
つ

い
て
は
、
経
営
者
と
な
る
人
材

育
成
の
た
め
の
学
び
の
場
と
し

て
の
、
多
良
木
高
校
の
施
設
利

活
用
を
「
核
」
に
し
た
地
域
活

性
化
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

町
長
　
南
稜
高
校
卒
業
後
の

「
学
び
舎
」
と
し
て
な
ど
、
地

元
に
残
っ
て
も
ら
う
よ
う
な
利

活
用
の
場
と
し
て
は
考
え
て
い

る
。

質
問
　
赤
字
運
営
の
「
え
び
す

の
湯
」
に
つ
い
て
は
福
祉
を
強

調
さ
れ
運
営
努
力
で
の
継
続
を

言
わ
れ
た
が
、「
公
共
施
設
だ

か
ら
赤
字
で
も
町
負
担
で
」
と

は
成
り
立
た
な
い
。
多
目
的
な

施
設
の
活
用
と
経
営
力
が
大
き

な
課
題
で
あ
る
と
思
う
が
、
ど

う
い
う
運
営
方
向
を
お
考
え

か
。

町
長
　
高
齢
者
の
集
い
の
場
と

し
て
の
利
用
は
さ
れ
て
い
る

が
、
町
営
で
の
現
状
脱
却
は
厳

し
い
の
で
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
生
か
し
た
経
営
試
算
が
で
き

れ
ば
受
け
て
も
ら
え
る
の
で
は

と
思
っ
て
い
る
。

質
問
　
４
期
目
へ
の
姿
勢
と
し

て
言
わ
れ
た
「
や
り
残
し
た
こ

と
」
と
は
。

町
長
　「
高
校
の
利
活
用
の
方

向
性
を
来
年
度
ま
で
に
」
と
、

「
農
林
業
の
具
体
的
な
活
性
化
」

で
あ
り
、
稼
げ
る
農
業
を
作
る

た
め
に
地
方
創
生
の
加
速
化
交

付
金
か
ら
推
進
交
付
金
へ
と
繋

げ
て
い
き
た
い
。

質
問
　
地
方
創
生
の
目
的
で
あ

る
人
口
減
少
に
向
け
て
の
対
応

を
、
日
本
中
が
必
死
に
な
っ
て

い
る
中
で
、
ど
う
い
う
施
策
で

生
き
残
っ
て
い
く
か
「
核
」
と

な
る
考
え
の
格
差
は
大
変
大
き

な
結
果
に
な
っ
て
く
る
と
思

う
。
町
に
不
足
し
て
い
る
の

は
「
経
営
」
と
い
う
と
こ
ろ
の

概
念
の
確
立
で
あ
り
、
地
元
産

業
・
産
物
を
生
か
す
た
め
の
出

口
と
な
る
経
営
の
考
え
方
と
施

策
を
持
た
な
い
と
、人
材
育
成
・

雇
用
拡
大
・
収
入
安
定
に
よ
る

定
着
は
で
き
な
い
と
考
え
る
。

ト
ッ
プ
と
し
て
必
要
な
の
は
政

治
家
と
し
て
の
力
量
だ
と
思
う

が
。

町
長
　
販
路
を
含
め
、
農
林
業

の
活
性
化
が
一
番
で
あ
り
、
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
町
の

立
地
的
優
位
性
を
活
か
し
た
施

策
を
考
え
て
い
き
た
い
。



各
行
政
区
へ
交
付
し
た
金
額
が

510
万
円
、
廃
棄
物
処
理
業
者
へ

の
売
渡
金
額
191
万
円
、
差
額
の

319
万
円
は
町
か
ら
補
填
し
て
い

る
現
状
で
あ
る
。
今
後
の
課
題

と
し
て
は
、
各
地
区
の
高
齢
化

で
の
人
員
不
足
、
運
搬
車
輌
等

質
問
　
上
水
道
事
業
の
現
状
と

老
朽
管
の
敷
設
替
え
等
、
今
後

の
事
業
計
画
の
取
り
組
み
は
。

小
林
環
境
整
備
課
長
　
現
在
、

古
い
漏
水
の
恐
れ
の
あ
る
所
に

つ
い
て
は
３
㌫
弱
の
更
新
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。
今
後
、
老
朽

化
を
考
え
る
と
整
備
費
用
は

18
億
円
程
の
負
担
を
見
込
ん
で

い
る
。
財
源
を
ど
の
よ
う
に
調

達
す
べ
き
か
、
高
齢
化
に
よ
る

世
帯
数
の
減
少
を
考
え
、
使
用

料
の
値
上
げ
を
含
め
、
起
債
・

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
等
、
長

期
的
に
計
画
を
策
定
す
る
必
要

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

たらぎ議会だより　第 103 号／７

一
般
質
問 𡧃

　
佐
　
　
信
　
行

質
問
　
槻
木
北
線
の
全
線
竣
工

時
期
と
後
の
森
林
資
源
の
有
効

活
用
が
期
待
さ
れ
る
と
思
う

が
、
今
後
、
皆
伐
・
造
林
・
育

林
事
業
等
を
ど
の
よ
う
に
計
画

し
、
そ
の
資
源
を
町
の
発
展
に

結
び
つ
け
て
い
く
の
か
。

久
保
農
林
課
長
　
竣
工
時
期
は

平
成
31
年
を
予
定
し
て
い
る
。

利
用
区
域
内
の
森
林
資
源
は
約

１
５
９
０
ha
、
立
木
の
蓄
積
量

に
つ
い
て
も
約
38
万
㎥
、
ほ
と

ん
ど
が
私
有
林
・
国
有
林
に

な
っ
て
い
る
が
、
水
源
涵
養
・

槻
木
北
線
完
了
後
の
森
林
整
備
計
画
は

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
の
今
後
の
課
題
は

上
水
道
事
業
の
老
朽
管
対
策
は

Ｑ

ＱＱ

Ａ

ＡＡ

生
産
基
盤
整
備
の
確
立

啓
発
活
動
の
推
進

長
期
的
な
財
政
基
盤
の
確
立

森林資源が期待される槻木北線

老朽管の取り替え

山
地
災
害
防
止
等
の
対
策
・
各

森
林
整
備
計
画
に
基
づ
き
適
切

な
保
育
・
間
伐
・
跡
地
植
栽
等
、

的
確
な
更
新
が
必
要
で
あ
る
の

で
、
森
林
所
有
者
に
対
す
る
啓

発
活
動
も
行
っ
て
い
き
た
い
。

町
長
　
林
産
物
の
六
次
産
業

化
・
薪
・
茅
・
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

等
々
の
商
品
開
発
等
、
町
民
の

所
得
向
上
に
繋
が
る
よ
う
な
事

業
を
展
開
し
、
雇
用
創
出
に
も

つ
な
げ
、
ま
た
都
市
部
に
も
発

信
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　
本
町
の
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
の
現
状
と
今
後
の
取
り
組

み
・
課
題
は
。

今
井
町
民
福
祉
課
長
　
本
町
の

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
は
20
数
年
前

よ
り
今
の
仕
組
み
に
な
っ
て
定

着
し
て
い
る
。
27
年
度
実
績
で

の
問
題
、
ま
た
業
者
の
休
日
出

勤
労
働
・
雨
天
時
の
置
き
場
の

問
題
等
が
上
が
っ
て
い
る
。
区

長
会
と
の
協
議
の
後
に
日
曜
日

か
ら
土
曜
日
に
変
更
を
し
た

が
、
分
別
の
徹
底
等
環
境
の
面

か
ら
も
住
民
に
意
識
づ
け
を
し

て
、
当
面
は
今
ま
で
の
仕
組
み

で
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

先
の
課
題
も
検
討
し
て
い
き
た

い
。



一
般
質
問

たらぎ議会だより　第 103 号／８

源
　
嶋
　
　
た
ま
み

質
問
　
ゴ
ミ
処
理
と
リ
サ
イ
ク

ル
事
業
に
つ
い
て
、
生
ゴ
ミ
の

堆
肥
化
の
現
状
は
。

今
井
町
民
福
祉
課
長
　
平
成
23

年
度
か
ら
生
ゴ
ミ
回
収
事
業

は
、
町
内
13
行
政
区
で
実
施
し

て
い
る
。
堆
肥
化
事
業
は
、「
堆

肥
化
の
研
究
」「
土
壌
改
良
」

と
し
て
の
利
用
方
法
を
行
っ
て

い
る
が
、
ま
だ
成
果
が
な
く
、

製
品
堆
肥
の
販
売
に
は
至
っ
て

い
な
い
。
今
後
対
策
を
考
え
、

ゴ
ミ
の
減
量
化
に
努
め
た
い
。

Ｑ

Ａ 成果は見えず

生ゴミの堆肥化の現状は

教
育
目
標
の
共
有
は

生
活
困
窮
者
対
策
は

Ｑ ＱＡ Ａ
保
護
者
へ
の
公
開

社
協
と
町
で
連
携

中学校 町の社会福祉協議会

地域のゴミ収集所

質
問
　
貧
困
対
策
の
充
実
に
つ

い
て
本
町
に
お
け
る
生
活
困
窮

者
と
は
い
か
な
る
人
の
こ
と
を

対
象
に
し
て
い
る
の
か
。

今
井
町
民
福
祉
課
長
　
生
活
困

窮
者
の
支
援
法
が
施
行
さ
れ
て

い
る
。
現
に
経
済
的
に
困
窮

質
問
　
中
学
校
の
教
育
目
標

は
、
保
護
者
と
の
共
有
は
な
さ

れ
て
い
る
の
か
。

山
田
教
育
長
職
務
代
理
者
　
中

学
校
の
目
標
は
、
毎
年
、
学
校

経
営
の
中
で
教
育
目
標
を
掲
げ

て
い
る
。

し
、
最
低
限
度
の
生
活
を
維
持

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
恐

れ
が
あ
る
者
と
定
義
さ
れ
て
い

る
。
本
町
で
は
、
生
活
困
窮
者

の
支
援
は
町
福
祉
協
議
会
が
協

議
し
、
支
援
・
相
談
を
行
っ
て

お
り
、
町
民
福
祉
課
も
相
談
を

中
学
校
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

が
、
校
舎
に
掲
げ
て
あ
り
「
礼

を
尽
く
し
」「
場
を
清
め
」「
時

を
守
る
」
特
徴
あ
る
教
育
を
推

進
し
て
い
る
。
ま
た
、
毎
学
期

ご
と
に
保
護
者
や
生
徒
向
け
の

学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

受
け
情
報
を
共
有
し
て
い
る
。

し
、
そ
の
結
果
は
、
学
校
評
価

委
員
や
保
護
者
に
も
公
開
し
て

い
る
。



たらぎ議会だより　第 103 号／９

一
般
質
問 中

　
村
　
　
正
　
德

町
と
し
て
は
で
き
る
だ
け
早
く

看
板
等
の
設
置
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

質
問
　
現
在
優
良
牛
導
入
の
町

単
独
で
の
補
助
金
で
振
興
・
発

展
を
し
て
い
る
が
、
創
生
事

業
・
農
業
振
興
策
の
一
環
と
し

て
「
畜
産
団
地
」
を
造
成
し
新

規
就
業
者
や
規
模
拡
大
の
た
め

の
振
興
策
を
進
め
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

町
長
　
本
町
は
農
林
業
が
基
幹

産
業
で
あ
り
畜
産
業
は
そ
の
基

本
の
一
部
分
で
あ
る
。
TPP
問
題

を
ふ
ま
え
、
国
外
輸
出
だ
け
で

な
く
国
内
需
要
の
拡
大
や
環
境

問
題
等
も
配
慮
し
な
が
ら
場
所

環
境
の
整
備
も
将
来
必
要
と
考

え
ら
れ
る
。
今
後
関
係
機
関
等

と
の
協
議
を
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。

質
問
　「
地
方
創
生
推
進
交
付

金
の
事
業
」
の
な
か
で
、
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
に
取
り
組

み
、
都
会
の
本
町
出
身
者
が
帰

郷
し
て
町
づ
く
り
に
参
加
し
、

活
躍
で
き
る
場
を
提
供
し
て
、

移
住
定
住
策
を
推
進
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

岡
本
企
画
観
光
課
長
　
出
身
者

を
迎
え
入
れ
る
事
は
大
き
な
地

方
創
生
の
あ
り
方
と
考
え
ら
れ

る
。
移
住
に
つ
い
て
は
就
業
機

会
の
確
保
や
住
居
の
問
題
、
そ

し
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
の
生
活

移
住
定
住
策
を
推
進
す
べ
き
で
は

ＱＡ
協
議
を
し
な
が
ら
検
討

「
畜
産
団
地
」で
振
興
策
を

ＱＡ
環
境
問
題
等
に
も
配
慮

久
米
石
塔
群
史
跡
の
整
備
は

ＱＡ
早
く
看
板
等
の
設
置
を
し
た
い

質
問
　
町
は
「
歴
史
と
ロ
マ
ン

の
里
」
と
言
っ
て
い
た
が
、
ま

だ
ま
だ
未
開
の
史
跡
や
文
化
財

が
眠
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
一
つ
と
し
て
久
米
の
シ
ン

ボ
ル
的
な
久
米
城
跡
の
「
熊
野

座
神
社
」
鳥
居
近
く
の
石
塔
群

が
あ
る
が
、
今
後
調
査
し
史
跡

の
由
来
や
案
内
看
板
や
ト
イ
レ

そ
し
て
駐
車
場
等
の
設
置
は
で

き
な
い
か
。

信
國
教
育
振
興
課
長
　
山
城
に

は
民
有
地
等
も
あ
り
所
有
者
と

の
協
議
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

等
の
選
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う
。
即
答
は
で
き
な

い
が
、
あ
ら
ゆ
る
農
業
の
振
興

の
色
々
な
情
報
が
あ
れ
ば
伺
っ

て
い
き
た
い
。

コンパクトシティ構想

県の共進会熊野座神社石塔群



議
員
研
修

たらぎ議会だより　第 103 号／ 10

わかりやすく見やすい議会だよりを目指して
　平成 28 年 10 月 25 〜 26 日全国町村砂防会館で開催された全国町村議会広報研修会に私と林
田議員が参加し（熊本県は５議会）、研修は写真・編集・文書作成・現代語研修など一流講師に
よる講義、実際の議会だよりを講師が具体的に評価・批判を
していく「クリニック」など盛り沢山であった。「クリニック」
は「表紙写真の構図・撮影位置が悪い。このような写真を使
えば良い」「漢字は常用漢字を使用すること」「固有名詞は表
外であっても漢字で書く」「報告文書の見出しに注意」など
具体的で大変参考になった。研修の成果を今後の編集に生か
したい。　　　　　　　　　　　　　　 （文責　𡧃佐　信行）

　午前中は県の畜産共進会へ、午後は熊本城震災復旧についての現地
研修、夕刻より県職員・町職員・議員参加の「えびす会」で意見の交
流を行った。毎年行う交流会ではあるが、町政につながる貴重な意見
交換の場でもある。県と地元を繋ぐパイプとしての本町出身職員の役
割はたいへん大きく、その活躍を期待し応援していきたい。
　皆さん頑張って頂いております！次回は多良木でと希望あり！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文責　髙橋　裕子）

演題　「日本一に学ぶ〜議会の役割・存在感発揮を」
講師　熊本県町村議会広報研究会　越地　真一郎氏
　第 30 回全国町村議会広報コンクール　
　　最優秀賞　山形県川西町から学ぶことは
1. 議会の存在感（役割）をアピール
2. チームプレー（議会全体での取り組み）を重視
3. 第三者の目（客観性）を導入
ということで、全国レベル・県レベルでの批評・提案等を受けた。県のコンクールでは特選に
大津町、入選に菊陽町と南関町、特別賞企画力に南阿蘇村とあさぎり町、特別賞表紙力に五木
村が受賞された。
　本議会は広報紙作成の基本である『全体の「テーマ」を置くことの意味』からやり直しであ
ると思った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文責　髙橋　裕子）

広報研修レポート

　　
平成 28 年 11 月４日

会話 弾ん だ「えびす会」

コンクール入賞ならず！

議員研修

研修資料

入賞町村

出身県職員と議会の交流会 in熊本市
　　

広報特別委員会研修 in菊陽町
　　

平成 28 年 11 月 14 日
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多良木高校施設設備利活用について意見交換会・・・平成 28 年 11 月 15 日、町長欠席の中、
斉藤俊幸アドバイザー・（株）みんなの村 代表取締役 前川進介氏・執行部・議会というメンバー
で意見交換会を開催。
　町は、「多良木高校施設設備利活用検討会」（県 10 名・地元 14 名・H27. ５月設立）での協議
を H28. ８月 23 日までに４回開催した。
【協議内容】・・・執行部資料より抜粋
1. 中学校移転に関して
2.H31 年度閉校まで、多良木高校施設設備を、新校となる南稜高校の体育・福祉の実習施設・
　球磨地域学実習施設として活用することに関して
3. 閉校までの物心両面での県の支援に関して
4. 閉校後の施設設備利活用に関して
5. 再編以後の球磨地域の高校について小・中保護者と生徒・町民への説明責任に関して
【現状と課題】・・・執行部資料より抜粋
1. 中学校の移転について高校との並存を含め事務折衝中。課題は、町は本当に移転の決定をす
　るのかどうかと、関係団体との議論の進め方・綿密な方針が必要。
2. 実習施設としての活用について。課題は、県教育委員会の物心両面でのサポートという確約
　の実行に対し、地元側が要求したものであり、生徒と地元の心情が考慮されていないとして
　交渉を続けている。
3. 物心両面での支援については「さびしい思いをさせない」と県教育委員会の表明だが具体化
　はされていない。
4. 閉校以後については、県は町の方針待ちというスタンスである。
5. 再編以後について、県教育委員会は説明会とパンフで説明責任は果たしたという姿勢だが、　
　保護者・住民に十分な理解があるとは言えない現状。
施設設備利活用について
1.施設設備利活用について総務省外部専門家（斉藤俊幸アドバイザー、H28.7.1〜H29.3.31まで）
　を招聘し、事業委託契約をして月１回来町のペースで、講演会・意見交換会などの実施をする。
2.「利活用対策室」においては教育機関の設置について、①組織形態別、②教育内容、③事業
　収支等についての検討。
　課題としては、平成 28 年度中に町の方向性を決定し、検討するというスケジュールで進めて
　いく必要がある。
【組織】県と町での組織・・・「多良木高校施設設備利活用検討会」
　　　  町の組織・・・・・・「利活用対策室」
　　　  民間の組織・・・・・「高校活性化協議会（活性化委員会・未来プロジェクト委員会）」
　　　　　　　　　　　　　  がある。

議会の意見・・・抜粋
1. 町長出張で、しかも町長の考えが示されていない会議に疑問。
2. 利活用について、「利活用対策室」は「学び舎」という方向で考えて欲しいと指示されている。
　企画課は「企業誘致」の話もある。斉藤アドバイザーは、「学び舎」については、地域にとっ
　てどうあるべきか一年間かけて勉強と協議が必要。とそれぞれ言われたが、町長の考えはど
　うなのか。アドバイザーに丸投げになるのでは。
3. 民間組織の「高校活性化協議会」で協議立案した文書は、県・町・議会等のどこに提出され
　るのか。「利活用対策室」とともに協議されていく 
　のか。時間的なことも含め斉藤アドバイザーの任期
　中に方針を固め、この意見交換の会議の中で協議し
　ていくべきでは。
4. 町は、県は提案を待っている体制にあるということ
　をしっかりと認識し、方向を持って交渉していくべ
　きではないのか。
5. 議会としては、地域の活性化が目的であることを共
　有し、議会活性化特別委員会において協議していく。
　　　　　　　　　　　　　　　（文責　髙橋　裕子）

議会活性化特別委員会どう進めるのか！？

多良木高校



発
行
／
多
良
木
町
議
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
６
６
ー
４
２
ー
６
１
１
１

〒
８
６
８
ー
０
５
９
５　
熊
本
県
球
磨
郡
多
良
木
町
多
良
木
１
６
４
８
番
地　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
９
６
６
ー
４
２
ー
２
２
９
３

編
集
／
議
会
広
報
調
査
対
策
特
別
委
員
会　
平
成
29
年
２
月
２
日
発
行

編
　
集
　
後
　
記

たらぎ議会だより　第 103 号／ 12

表紙写真募集
『こだま』の表紙にあなたの写真を掲載してみませんか？
こだまでは、町民の皆さまからの写真を募集しております。お気軽にお問い合わせください。

　　　　　　　　連絡先：多良木町議会事務局　42-1265

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
郡
内
の
史
跡
が
日
本
遺
産
に

登
録
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
の

建
物
の
屋
根
が
茅
葺
で
す
。
町
で
は
昨

年
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
事
業
が

採
択
さ
れ
、
そ
の
中
で
茅
葺
屋
根
の
材

料
と
な
る
茅
の
生
産
に
取
り
組
む
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
茅
の
歴
史
は
古
く

祖
先
が
農
耕
民
族
と
な
っ
た
時
か
ら

何
世
紀
の
間
、
雨
風
や
寒
さ
か
ら
人
類

を
守
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
材
料
の
茅

が
不
足
し
て
い
る
の
で
、
町
は
そ
の
茅

の
栽
培
を
山
間
地
の
耕
作
放
棄
地
に

栽
培
す
る
事
と
し
ま
し
た
。
そ
う
す
る

こ
と
で
山
間
地
の
耕
作
放
棄
地
の
解

消
と
な
り
、
農
家
の
収
入
に
つ
な
げ
る

取
り
組
み
で
す
。

　
今
年
度
中
に
土
質
の
検
査
を
行
い
、

来
年
度
か
ら
栽
培
す
る
事
に
な
り
ま

し
た
。

　
今
年
も
議
会
だ
よ
り
「
こ
だ
ま
」
の

ご
愛
読
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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「地方創生」って何な？

多良男

球磨雄

豆 ち し き
多良木のイチゴはおいしいよ♫

よー「地方創生」ちゅー事ば
聞くばってんあら何な？

へー、じゃんなー
「子どんが時代」に、

どぎゃんなっとか心配じゃもんなー。
そいで町は

どぎゃんしやっとな？

何ばな？

今からな、日本は少子高齢化社会になって
人口も減って働くもんも減ってくっど、

そいで、人口の減少に「待ッタ」ばかけて
「町の仕事場作り」ばして活性化させていかんばいかんとタイ。

おいどんが町も「町の資源や特性」ば生かして
町づくりしていかんばいけんとタイ。

じゃっとタイ、そいじゃっで「議会と一緒に町民」も
どぎゃんして行きやっとかば目ばひからしていかんばんとタイ。

町はそいの資金の「加速化交付金」で
最初「ゼロ回答」で後から来たとばってん、

出遅れて今年はアドバイザーば入れて 
色々しよいやるごたるばい。

「茅や薪」ばな、
へーそらー成功すんならば

よかばってん。
そらー、三月までにゃーメドばつけん

ばんとじゃろタイ。

やっぱ町は農林業の町やっで
「米のブランド化事業」やら

宮ヶ野に「サラダドレッシングの製造工場」
そいから神社の屋根やらに使う「茅」やら

今流行の「ストーブ薪」他に
「インターネツト事業の実験施設」ば久米に

作いやっとげナ。

今からの事じゃっで「大事」
かよナー

見直しは効くとげなばってん、
そいば見極めばして次は２月までにゃー

「推進交付金」ちゅーとの申請の準備ばすっとゲナ。


